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販の閒に 2 つの横の隐起があり，额にも？つの縦の隆起がある0頭巧にある縫 
合線の左右の角狀に前化せる部かは孤がをなしでみかこ化がり，急角をなして 
曲がつてをらぬ J 暗巧をの觸角の鞭狀部の第1喧は92節から成り，をの一部 
は端に1〜3棘を有し節は多くも幅と縱が辟長で，少な < も茗しく幅が糜い。 
觸ちの巧りの部には約 ICO 個の節をみへる。第ち〜7あ氣孔背がをび第に背板 
の絲は棘が密に並んで無齒狀を安してをる0氣孔鞍は高く膨化す0背板の毛•が 
物は數が甚だ多く.义甚だしく小さく短かく， S 巧形で，# くは漸く接さと幅 
とが等しく.それらの閒に微加なすしが:散をしてねる0巧了お氣孔巧被の氣孔は 
そのがの長さの ）/3 に達する。第1對步肢の册節が1區の數はがで,前腿節で 
はその被のホ半嫌に夕くの大いに長い刺毛を生ずるも棘毛をおせぬ0第4對ホ 
岐の納蹄第1區は20,るな腥節は# くの刺毛のかに，少數の棘を有し,輕節は下方 
に棘モを散生す。第7步肢の附節第1摇は18擲から成り.前腿節は第4步肢 
に似，輕節の上面は棘をが密に鉛おがに並び，下廚には散生し，附節第1區に 
は多くの棘毛をおす。雌の生贿較端肢の兩根節は互に端のホへ撼がるも餘り骗 
だしくない。 P ぶ潔の兩內側はや、並巧に近く郎內俩!間の幅は各夕離部の端の力 
の幅の 1.5 倍。癒合部の縱長はか離部の U ， 分離部と涕け節の長さは巧んど相 
等し。肛門下板の上緣と下緣とは並行後緣は上より下へ斜になつてをる爲に 
後端が云角形となつてをる0 
分布：沖繩な洞义。 


嫩 m 記 

商 烏春錐 

東を文理科大を動物を敎室 

S サソリのがあ 

サソリは现世產は600穗を超えるといふのに化が H 本の學者の眼に懈れを麵 
類は儀少に鄉ぎぬせいか，すりぶを持つものはどれ程も無い0次に梢げるものが恐 
らく其のを部であらう。和あに命を者を附記 L てないのは總ぺて岸巧乂を氏所 
なである0 




Bahycurus hueftrueri Ka 巧わ !)，1881 ホアカサツリ 

Buihus caucasicus (Nordm 肌 n, 1840 )カウカサスサツリ（巧京巧學陳物館)，） 

ぶ. mari€n»ii Karsch , 1879キ巧 クトウサツリ （黎あ ツクシサゾリ 岩川ぶ太郞 巧） 

B. oceiianvs (Awr 化は， 1789) ン ロザプリ 
お ‘ prt^DGhhii Birul - J , i 897 ムキ•ヴラザソリ 
Ciaei'Uus pictw ( Pocock , 1 S 90) オホクンヲレザ、ノリ 

C. iruncatus Karel ,, 1879 クシヲレザソリ 

Euscorphis rarpadUcus 化 inn こ e ユろ 1767) クロヒィサ、ノリ（おを • 巧單班あ ) 館)リ 
Hclercnnetrus cyaneits (C. L. Ko ピ，けぶりアヲザゾリ 
H. !on お mantis longimanm ( Flei bst 18 が)）チ グ ロ サ V リ 
H, longimanus tHenus (Simon, 1884 ) カネグロ サソリ 
Isomeit'us europieus (T ふ、： ae だ ，1758 » ザダラずプリ（措バ賊） 

Tunis dufoureius (BruH さ， 18: 。）アカホブリ（岩川巧） 

Liochdes audrcilasiae ( F ： br ' cius , 1775) ヤへヤマサソ 9 (をも川巧） 

Lychas mucronaius (Fsbrijhw 179S) ヒ / モトサ y リ（高鳥）（異ぶとレボソリ） 
MicrobuUhm pu^iUus Kra p ぶ n,1S93 チビサソリ（窩島） 

Pandinus imperafar ( C . L » Koch , lS 4 i ) ダイヴウサソり （廚 嵩） 

Prebahycurun centaur : 併つ ，'。 hux (Karicli. ISSO) スチ•キサブリ 
Scorpio mavrvs X/nnae ir» 1758 コガネザプリ 
Scorpinps affinU Kr ep <1 n ,1 が 8 ゴマゾキコグンザソリ 
反 hardwU^kii ( Gsrva.u 18 H ) コグシザプリ 
反 pei&s i Pocock , 1893キアンコグシ ザソリ 
Zabius //かけん, （ T 1 orell 1377)々ス ホャサ、ノリ 
§ お京女窩師 W 藏チャグロサソリ 

久米义兰教授の御芳志により:がな女•廚师動物聲敎空所穀の—火きぃサソリ憐ロロロ 
1 個を檢するた得た。 フォル マリン漬で ラベルには 「オホサソリ不詳」とある。 
觀ぶの末じれは-奴張りチヤグ。サソな（觀權 > と判つた0化の驗品で目ぶつのは 
超が著し<巧褐色をぶしてねることで觸鬚を除けば照の上衙も下®も茜を巧が 

♦ 東亞產を麵脚お類の調费（其の八 )0 (がのセ） r 山西ち產を固;目」はホだ印刷せ 
られず。 

1) 巧 京 帝室弥妓お時化の標本醫限じ之等ろ巧か載^て居る由でちるからどなたの命 
をか判らねる;巧當ホくからもる巧 解で もる 0 
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頗る强い〇俳しチヤグ。サソリとしての標徵を h み貝•へてねるし幸にも化の 
襟口"口は來け1が明かになつたので保が•狼の爲の變たなることを帷かめ尚たリ斯う 
變をした爲の一つの發見は.が巧 


の强い巧鴻むになつたホ脚には 
第3節端と巧4節端に小黑褐色 
巧:が顯をに認められることであ 
る 0 フオルマリン 潰で郎くなつ 
てねて滿足な計挪は出がぬが， 

が巧長16お(前藥端から測れば 
1が 3) 前腹長 27 + . r 御な長56+.-, 
橋が器齒數は右17化た 1(3 枚で 
ある0 

借化の標品は頗'藤-誌次郎巧よ 
り買ひをけをものだとのことで 
齋嫉じに右愣なを示し當げの記 
憶を辿つて巧いたら耐白いこと 
が判つを。日露戰巧：後 （ 明治が 
ザ-巧ならん）巧の化父に當る御 
方がを取-化の船長をしてたて印 
度がのどこ力 > の港で生かし 
りにホたのを賀ひ，齋藤巧はも、 
止產としてをれを賀ひ萊巧で1 
簡巧位狗育してゐたがをの巧錯 
死した（容器の底に砂利を敷き 
娜をやつてわたといふ ）0 爾後標 
おとして手許に置かれたが大正 



12年の震火災後柬京女高师〇第1圖泰國產サソリ.チャゲロサソリかヵネグ 
憬おとして提供された（當時り ロサソリの？.何れじしても觀走 ireteramchu .^ 

敎授激リ父太郎氏)。をれが 今日ゎ。 が，"麵でもる.實大〔細源藏脱贈なが 
まで巧巧されてね る-課で ある0生時のむは黑光りがして菜し < 現をのむ調とは 
を < 巧逮ずる旨を同巧が證言して下さつた0化の標品が今日り南ホ共な圆のど 
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こかの產であることは權かである〇 

过:戶時けに嚇は時々舶來し當時の本を家やか事家の手に入つたことはをの頃 
の刊本の記事や寫生留（を巧參臘）から明かであるが，夫等は大抵キヨクト々 
サソリ，マダラサソリ等の如き小さい頸類であつた。然るにな:崎涕 St 巧 i の御 

リは3種團示され.をの內 ( D —つ 
は說明に「咬リ窝吧產蠻名スコ 
ルピ ユン 奇お」とありをはホ 
いが大きさやおから見て 成 ter - 
omeirus なることは疑無い由で 
ある。巧り留吧（カラッパ）は元來 
挪子をいふ.招が語であるが妙な 
經雜からジャワのちちになつた0 
併し化のカラッパから「栗巧通 
譜」に圆示された標おの產她を 
直ちに今日のジャワ烏と考へる 
ことは危檢である〇ジ*ワにね 
る大きいサソリはアヲザソリ 
Hetei'ometriis cyantus で化のも 
のは Kraepeliii に據る時は體も 
は「栗巧を，黑お色乃至暗綠を J 

とあり cyanm ^ の等:あ，了ヲザ 
ソリのがをが通用するものでは 
ないらしい（尙チ*グロサソ9 
にも暗綠たの光輝を持つ佩結が 
ある ）0 ジャワのみならずスマト 
ラにもねる〇ジ*ワでカトゲン 
と呼ばれるのは本種である0私は巧念ながらカトゲンの標品をホだ調ぺたこと 
が無いが,文かに徵するにチャグロサソリに似たものではあるが紛れることの無 

2) 化のまは刊行されず0原本は大お U 年9巧の劫かに燒失し，寫本のみ 巧部傳はる 
(巧： 巧巧より 伺ふ )0 數ち涅 の8^ ろ蟲 類を精密に窩生し着彩し說巧を附し たもの 
である〇貞巧 : 6年に 發 をして13星馬を閱し文化8年に 巧つた ものであると云:ふか 


指示に據ると栗本瑞見〇 r 乘巧蟲譜」 2 にサソ 



巧2固や貧な溪の著に化で居るサソリの固 
〔本周なド第7面まで病べて江巧が S 巧主の 
巧晚 F 意に巧る〕 





第 3 励が]充鳳 f 著に出て居るサブリの圆. 
アヲバイの文ずといサソリ•‘に廊した傍 
おは朱の書入で本來あつた义字ではない. 


§海巧島產を概類追記巧二 

海南路產の蜗に關しては（其の一）あび（其のを）にがて旣に述べた。之ま 
でにヒノモトサソリ巧幼共が頭•マグラサソリ 1 頭を檢したのである。今年に 
なって當山义葉巧の御芳志でお"口口になつた巧島產ホソリ（種類はマダラサソヴ） 
を]頭檢するを得た。海南-島 S 亞で小林勇ま巧が入手し當山氏に送ってホたも 
のである〇平坂恭介敎授が「お南島の動物廚视」い 942) の第り圓版に示され 
たサ，/ " の圓は說日月に「サソリ 如〇のがゎ macu!cU 化 。.海南島赛聞にて巧中覺巧 
採集」とあるけれども巧ら< ヒノモトサソリであらう0 


い別種である C r 栗巧:蟲譜」のものがアヲザソリかチトグロサソリであることは 
巧おぃ。それは巧置き內地でチトグ。サソリの如き大形極を飼育した人は おか 
ったと想ふ0齋藤氏が巧地で1簡巧程も輛はれたのはを目に俯することでわ 


.營を青が：^み ♦ 

卷髮如妻ザミ 

V' ミホ .* お ^ 

かもが"^人.夕東 
曲上秦批 fo な丈 

遺’俗も去もちみ 
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s 厂八乘山產を蜗目及卿お目」 3 追記 

ぐホになつて窩桑良巧巧のぉ手許に拱れ込んでねた疏巧八蛮山產サソリ 及び 
サソリモドキ懷品を1瓶を見つけ化した0前をはお品になつたマダラサソリの 
S でラベルには八恶山郡け齊がとある。山賊芳膝お御派 jg 琉が列島を物調帘换 
の巧おをるは处:づ疑無き所であるが採集半巧日.採集者などは判らな < なつて 
ねる 0 サソリモドキの ( lata はみのかきものである 0 

p . No . 3351$5?92幼1936年4月1日む坦島白が山縣{臭御源遺 

巧二次琉球列な尘物 fi 滞膝が 
樂（岡旧彌一郎，洞澤勇，池 
巧兵巧巧等） 

§む:戶時代の文献に現れた蜡の 
固 

1ホ烏じ夕（ぶ德3年）すが集王 
ネ圖贫卷ぉ十二蟲部 
を蜗の條に磬がある0贷蟲様 
の復限ゃ觸巧が見え肝腎の觸鬚 
は明瞭でなく八卿の度蟲といつ 
た感じで出が榮化しからず。 

2平巧鳩:'奚（雙曆13年）物煤 
おに£を之ぉ 

「戀產•望」としてリ巧かにマダ 
ラサソリ（をれもろ ） と，思はれる 
サソリのを形を-け励一と腹面とで 
示してある。併し步脚は3對し 
かないやうに見えるのはどうし 
たものであらう。本文中には r 蠻產長犀ノモノのが先生展略ュをテな毛商船や 
二生ズルモノヲ得タリ數十日不レ死巧シテ後藥か中二蓄フ其’が鼠中二詳ナリ」と 
ある。源巧の師田村元雄が飼育したものであらう。サソリが積巧などに隱れて 
船舶により甲地から乙地に窥される I 例請が「長;啼三至テ紅を商船中‘ 二 生ズル 
モノヲ得タリ」から得られる3 



第4岡藤巧畏の著に化て居るサソリの珍巧！ 


〇 (其の一）じ化づ〇 
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3 澗な寬（安永 S 年）陸巧苹木疏园解を四 
2頭共步脚と觸鬚とはリバ販に描きみけられて居るが腹端が卷繁のかく終つて 
這る妙な蜗で.複眼様の眼もおしい觀察ではない〇化の書は次の「毛詩りち物園 
な」と同株詩經|〇品物を-お請したものである. 

4岡元鳳（天明5年）毛詩お物國な卷六 
サソリの條に2頭がおを巧し 
てある。觸髮をぶ1步脚と誤誠 
した爲眞の步脚は3對しか错か 
れてたない0前腹部と後腹部と 
の境がの判然しない所も珍であ 
る 0 

•ぅ膝元な（寬政')年）が鞠 

產物園婷卷么一 
ジャ虫 のがに 荫船甲板上に長 

烟管を持つた蘭人に2頭のサソ 
リを配した面白い圆が化てゐ 
る 0 此の圖のサソリはマダラサ 
ソリらし<巧えるが「親し<見 
るところをな固する也」と本文 
にをるのに人物と比較すると I 
尺化もある 0 化の矛盾はどうし 
す こ もの かと す恭に,恐ふのであ 
る0 

(; 柴本瑞見（文化8年）栗巧 巧5岡淵を宽の著に山て居るサソリの圖 
蟲譜 

幸蜗として3趣固示されてある。をの一は峭かにキ a クトウサソリで「寧が中 
予巧乂歷水翁ぃ橘浦 5二 遊ごテ山:物ヲ戀船中二得タリ巧なスルつ數十日ニシテ不 
死々を藥水中二藉フ今二がテ珍傲ス新二採得タルモノ、かシ」とある0昆蟲の 
巧眼樣の眼が蓋かれた腮も貫巧を傅へてたないのは惜しいことである0巧二は 

4) 田が度かけ栗本瑞見の父じ當る〇 

5) 二々ラで長巧の-占をでちる0 


.をを 

ぶ一 I 义か A 巧《夕こ W 巧， V ，夕 
‘受•丰巧 A&/ ホお i 夕 7 みち ク / 

夕^ザク.がタス* t が3ク う .* ，..卜そ 
そ'''^'ルテ义 5-^ レ-^ を.ブ 
又乂ブクムミク ー；^ /• W 巧ク斗ホン 
化ノ - ン卜すんコレ水 f S »巧々へ ♦ 

ノホろ 

なをみ 

ザ每 i 疋#まもがん珠をがん 
がミ jr ミを乂パ化巧巧で.を、 

ず . す， f ミ -^ クグ 1 リ iF 
巧ぶ15>>ミ^|1义レ、そレすみかか， 

巧ィリレ、ムレ■•ザザ**' M かすそらも-' ，： _ 

去マク M 
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前項に說いをもので 9 と思はれる0薄 PH はマダヴホソヴの$で r ぎ巧中が!來藥 
水浸おを」とわる。本蟲譜のものはな上わ諸例中では寫生最も巧減ではあるが 
併しがもう一息の感がある0 

な上6例の他にもを々あらうがおは未だ験る機會を持たない d 
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下〇が)围9ご•ミ班い奇一「龍竭羅」湿《城(リな舜圃9:•完诞い3。「雜巧誌」 面卜載 
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編輯おと巧 刷 所と双方のすぬかりからか處じボカツと空間を生じて仕舞つた 
ので欠埋めに片柄 r 鈴木）ミ樹巧遣稿「蜘蛛」むる書物の御紹介をする0「蜘蛛 
の研魂」の著を療原淸み巧:は若くして逝かわたえ;が澗巧も之からといふ所で病 
魔に阻まれ長い病病生活の後昭和7年8巧じ日逝去なされたのである。信渡 
教育會ドが那部會で其の造稿を潑めて山版したのお上記の^審でちるお，瞻な 
枉刷とは申しながら 131 個の騒は悉く原をで其の凝旷ちじ感むさせられる。昭 
ネリ9年の出肢かと想ふが一般には巧き互ずネ:會會員諸巧でまだ御存じない御 
方が多いでちらう。チふは itt ； の書のあることを知つて居たが今日まで入ずの機會 
る;無かつたのを最近偶が購ホするを得た0おつて披いてみると卷頭に著者遺影 
を谣げ下伊那部會長の序文る;あつて本文に入り r—F 伊那產蜘蛛類目錄」「下伊那 
產眞正拱麟類科ノ檢索表」「ド伊那產眞正蜘蛛^通お検索表 C 谏報)」を經てデ 
グモな下を種の屬說じ入る 0 之等の厨は原励を騰窩印刷壁が巧妙に韓したもの 
であるから多少趣る；變つて來たでちらうことが觀よれる0著者に判らむ種類は 
を手光司巧或は莱房:の岸巧乂吉巧に鑑をを乞:うて居らむたさうでもる0瑕違は 
もるにしても著をとしては最善を盡されたであらうから其の御努力に深き敬意 
を捧げ，長數縣出みの數ある蜘蛛學をの一人として巧のをの永く記愤せられん 
ことを 祈る もので もる0 


マシタ•力 がを Heteropoda venatoria Liouaeus 
の生活史に就いて（上） 

關口冕 一 
巧巧文理科-火を動物學敎室 
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